
 

 

 

 
   

新たに農業簿記の基礎を学びたい方のための基礎講習会を開催いたします。 

簿記記帳を実践することは、自らの農業経営の実態の把握に役立ちますので、積極的なご参加を

お願いいたします。 

  開催内容は下記のとおりとなっております。 

お問い合わせは農業委員会事務局まで。（TEL：042-378-2111 内線 675） 

 
 
  第１回令和３年 11月４日（木）午後６時～「仕分け帳、総勘定元帳」を作る！ 

  第２回令和３年 11月５日（金）午後６時～「パソコンで実践する！」 

会場 中央文化センター ４階 第一会議室 

備考 参加費無料です。各回とも電卓と筆記具をお持ちください。 

  ※別紙参加申込書に必要事項をご記入のうえ、９月 30 日（木）までに農業委員会事務局へお申

込ください。 
 

 

 
 

農業委員会活動日誌（令和３年５月～８月） 
 

５月 11 日 （火） 第５回稲城市農業委員会総会 

５月 14 日 （金） 会長職務代理者研究集会 

５月 18 日 （火） 農業委員会委嘱状交付式 

(議会推薦にて中山賢二氏が就任いたしました。) 

６月 10 日 （木） 第６回農業委員会総会 

６月 23 日 （水） 稲城第七小学校田植え 

７月 12 日 （月） 第７回稲城市農業委員会総会 

８月  ５日 （木） 生産団体との意見交換会 

８月 10 日 （火） 第８回稲城市農業委員会総会・第１回農業経営部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【農産物品評会について】 

 
「Ｉのまちいなぎ市民祭 産業まつり農産物品評会」においては、毎年皆さんのご協力により数多く

の農産物等が出品されております。しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大の状況により、今年

の産業まつり農産物品評会は中止となりました。 
 

 
「令和３年度稲城市農業委員会活動指針」について 

 
令和３年度を迎え、農業委員会では新たに活動指針を策定し、４月９日に、稲城市長へ提出いた

しました。活動指針の各項目の要点についてのみ掲載いたします。 

ご確認ください。 

 

１ 都市農地の確保に向けた取組み 

(１) 生産緑地の追加指定の支援   (２) 「農あるまちづくりの推進」 

(３) 特定生産緑地制度の周知   (４) 適正な肥培管理の推進 

 

２ 認定農業者に対する支援体制の強化 

(１) 認定農業者制度の充実   

(２) 認定農業者協議会の活動に対する支援  

(３) 安定した農業経営の確立を支援 

 

３ 農業の担い手の育成支援 

(１) ｢いなぎ農業ふれあい塾｣の更なる推進 

(２) 援農ボランティア制度の普及 

 

４ 地産地消の推進 

(１) 「いなぎ日曜市」の運営を推進 

(２) 食野菜の出荷の推進や農地探検による、地場産野菜への関心の向上を図る 

 

５ 農業委員会活動の積極的推進 

(１) 市内農業者との意見交換の実施  

(２) 農業簿記講座の開催 

(３) 農業委員会活動の積極的遂行 
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 いなぎ農業ふれあい塾の卒業生は各農家さんのもとで農作業を行っており、第５期の塾生も 12月に卒業を

むかえます。市内農家の皆様には、是非ボランティア受入の検討をお願いいたします。 
 

【援農ボランティア受入先農家の声】 

・「野菜の収穫や除草作業など、手が回らない際に大変助かっている」 

・「梨の花粉付けや袋かけ等で人手が足りない際にお願いした」 

・「農家では固定観念から到底発想しないアイデアを出していただき、新しい取組みを 

  始めることができました」 
 

【ボランティア活動内容（一部抜粋）】 
・野菜（レタス、ほうれん草、じゃがいも、トマト、ブロッコリー、大根等） 

種まき、各種苗の植え付け、大根の間引き、除草作業、じゃがいもの植え付け、タケノコ堀り、 

苗への支柱設置、キュウリ・トマト等の誘引、各種作物の収穫など 

 

・果樹 

梨の花粉交配、梨袋掛け、梨の袋むき、梨の摘果、梨の選別、梨の木の撤去作業、ぶどうの袋むき、 

ぶどうパック入れ作業、剪定枝片づけ、堆肥運びなど 

 

ボランティア受入れにあたり、援農ボランティア紹介農家登録が必要となります。くわしい説明が必要な方は、

遠慮なくお問い合わせください。（TEL：042-378-2111 内線 673・675） 
 

【農地利用状況調査について】 
★農業委員会では農地法に基づき、生産緑地を中心に毎年、農地利用状況調査を実施しています。

農業委員や事務局職員が調査のため、農地に立ち入らせていただくこともございますが、ご理解

とご協力のほどよろしくお願いいたします。調査後は、12 月初旬までを目途に管理が不十分な農

地について適切な指導を行っていきます。 
 

【新規申込募集しています！】 
★農業者年金 
  積立方式（確定拠出型）の公的年金です。貯金をする感覚で、貯蓄の一部を将来の為に積立てることが
できます。保険料は社会保険料控除に該当します。 

 〇加入要件：次の３つすべてに当てはまる方 

 ・２０歳以上６０歳未満 

 ・国民年金第１号被保険者 

 ・年間６０日以上農業従事  

 

★全国農業新聞 
  全国農業会議が発行する、農業経営に役立つ情報が満載の新聞です。 

 ・毎週金曜日発行（月４回） 

 ・購読料７００円／月（送料・税込） 

  

 

 

いなぎ農業ふれあい塾第６期生を募集します！ 

  いなぎ農業ふれあい塾第６期生の募集をします。「いなぎ農業ふれあい塾」は、援農ボランティア
を行う前に基礎的な農業の知識や技術を習得してもらうための養成講座です。 

 お問い合わせは経済課農政係・農業委員会事務局まで。 

 （TEL：042-378-2111 内線 673・675） 

 

 

 

 

         

 

  

 

 

 

 

【いなぎ日曜市、新規出店農家の募集について】 
 ★ 毎月第２、第４日曜日にコーチャンフォー若葉台店で日曜市を開催し、新鮮な野菜、加工品等

の販売を農家と商工会会員で行っています。新規出店のご検討をお願いいたします。 

※出店料は不要です！ 

    ※緊急事態宣言中は中止となっています。 

 ・詳しくは、経済課農政係(TEL：042-378-2111 内線 673)までお問い合わせください。 


